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『１２０分 de 法華経！』       vol.26  May 2026 

━━ Let’s  embark on a journey to discover our own “perspective on the Lotus Sutra”！ 

 （“法華経観”を見つける旅に出よう！） 

 

『妙法蓮華経 如来
にょらい

神力品
じんりきほん

第二十一』  （本
ほん

門
もん

 ・ 流通分
るつうぶん

） 

『妙法蓮華経 嘱
ぞく

累品
るいほん

第二十二』  （本
ほん

門
もん

 ・ 流通分
るつうぶん

） 

○『又
また

如来の滅度
めつど

の後
のち

に、若
も

し人あって妙法華経の乃至
ないし

一偈
いちげ

・一句
いっく

を聞
き

いて一念
いちねん

も隨喜
ずいき

せん 

者
もの

には、我亦
われまた

阿耨多羅
あ の く た ら

三藐三
さんみゃくさん

菩提
ぼだい

の記
き

を與
あた

え授
さず

く』（法師品 二〇二頁 終五行） 

○ 『其
そ

の習
しゅう

學
がく

せざる者
もの

は 此
こ

れを曉 了
ぎょうりょう

すること能
あた

わじ』（方便品 八十二頁 四行） 

○ 「習学」の３つのステップ「聞
もん

解
げ

・思
し

惟
ゆい

・修 習
しゅしゅう

」 

〇『若
も

し聞
もん

解
げ

し思
し

惟
ゆい

し修 習
しゅしゅう

することを得
え

ば、必
かなら

ず阿
あ

耨
のく

多
た

羅
ら

三
さん

藐
みゃく

三
さん

菩提
ぼだい

に近
ちか

づくことを得
え

たりと知
し

れ』 （法師品 二〇九頁 三行） 

○『十分の一でも実践できれば、また一つでも徹することができれば、立派な精進』 

 ※ 表記  例：(P353・1行／P259・7行) ⇨ (『新釈・文庫版』頁数／『新釈・単行本』頁数) 

 

◇     ◇     ◇ 

 

＜如来神力品のあらすじ＞ 

【地涌の菩薩が広宣流布を決意・誓願】━━ 

【三二六頁 一行】 先の『常不軽菩薩品』で己の仏性を自覚し、相手の仏性を礼拝することの大切さ、

そして、仏の滅後において法華経を説き広めて行くことの大切さを伺った無数の地涌（じゆ）の

菩薩（地中から湧き出て来た無数の菩薩たち）たちは大感激し、世尊を一心に仰（あお）ぎ見て合掌して、次の

ように申し上げました。 

【三二六頁 二行】 （『世尊、我等佛の滅後～ 當（まさ）に廣（ひろ）く此の經を説くべし』）「世尊よ。世尊のご

入滅後においても、私たちは世尊の分身仏（ふんじんぶつ）である諸仏がおられるすべての世界で、

必ずこの法華経を説き広めて行きます。なぜかと申しますと、この尊い教えを聞かせて頂いた

からには、／（『受持・読誦し、解説（げせつ）・書寫（しょしゃ）して、之（これ）を供養せんと欲す』）この

法華経を受持・読・誦・解説・書写という『五種法師の行』を行い、法華経をお説き下さった世尊



2 

 

のご恩にお報い致したいと願わずにはおれないからでございます」 

 

【地涌の菩薩の誓願を聞いた釈尊と諸仏が、奇瑞（きずい）を現わす】━━ 

【三二六頁 五行】 すると世尊は、文殊菩薩をはじめとする娑婆世界にもともといた全ての菩薩、そ

して出家・在家の男女の修行者や、すべての生きとし生けるものを前にして、／（『大神力を現

じたもう』）大神力を顕（あら）わしました。 

【（偈）三二九頁 終四行】  （『諸佛救世者（しょぶつ くせしゃ） 大神通（だいじんづう）に住して』）「世を救う仏は、衆生

に喜びを与えるために、諸仏とともに無量の大神力をもって不可思議な現象を現わします」 

 

【三二六頁 終三行】  （『廣長舌（こうちょうぜつ）を出（いだ）して上梵世（かみ ぼんぜ）に至らしめ』） ➊仏さまが大

変長い大きな舌（広長舌・こうちょうぜつ）を出して、それが天高く伸びて天空まで届きました。 

━ 【出広長舌・すい こうちょうぜつ/ 二門信一・にもん しんいつ】 

 

【三二六頁 終三行】  （『一切の毛孔（もうく）より無量無數色（むしゅしき）の光を放って』）そして➋仏さまの全

身から、えもいわれず美しい光が発散され、十方世界をあまねく照らしました。    

━  【毛孔放光・もうく ほうこう/ 二門理一・にもん りいつ】 

 

【三二六頁 終二行】  すると、世尊の周りに端座（たんざ）されていた十方世界から呼び寄せられた数多く

の諸仏（十方分身仏）も、釈尊と同様に長く大きな舌を出し、体中から無量の光を放たれたので

した。そしてこのような状態が百千年も続きました。 

 

【三二七頁 一行】  この百千年を終えると、世尊と諸仏はこの広長舌（こうちょうぜつ）の相をおさめられて、

（『然（しこう）して後（のち）に還（かえ）って舌相（ぜっそう）を攝（おさ）めて、一時に謦欬（きょうがい）し、』）

次に一斉に➌咳払いをし、━ 【一時謦欬・いちじ きょうがい/ 二門教一・にもん きょういつ】 

 

【三二七頁 二行】   （『倶共（とも）に彈指（たんじ）したもう』）そして➍指をパチンと鳴らされました。 

━ 【俱共弾指・くぐ たんじ/ 二門人一・にもん にんいつ】 

 

【三二七頁 二行】   （『是（こ）の二つの音聲（おんじょう）、徧（あまね）く十方の諸佛の世界に至って、地皆（じ  みな）

六種に震動（しんどう）す』）この「咳払（せきばら）い」と「鳴らす指の音」は➎十方世界という宇宙

全体に響きわたり、そして大地が六種に揺れ動きました。 

        ━ 【六種地動・ろくしゅ じどう/ 二門行一・にもん ぎょういつ】 

 

【三二七頁 五行】   （『衆（もろもろ）の寶樹下（ほうじゅげ）の師子座上（ししざじょう）の諸佛を見（み）』）すると、多

宝塔の中に端座（たんざ）する釈迦牟尼仏と多宝如来と十方分身の諸仏のお姿、そして、無量無

辺百千万億という無数の菩薩や出家・在家の男女の修行者たちが、釈迦牟尼仏を恭敬（くぎょう）

している尊い情景を、宇宙の全ての生き物、つまり天人や竜神、夜叉（やしゃ）や阿修羅（あしゅら）
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などの鬼神、人間や人間以外の生物たちが、➏宇宙のあらゆる所から目（ま）の当たりにすること

ができ、そして今までに経験したことのない大きな感動に包まれました。   

━ 【普見大会・ふげん だいえ/ 未来機一・みらい きいつ】 

 

【三二七頁 終四行】   （『卽時（そくじ）に諸天、虚空（こくう）の中に於て高聲（こうしょう）に唱（とな）えて言わく』）

その時、➐虚空（こくう）から天界の善神たちの声が高らかに響きわたってきました。その声は次の

ような言葉でした。「この全宇宙には無量無辺百千万億恒河沙（ごうがしゃ）という無数の世界が

あり、その中に娑婆（しゃば）という世界がある。そこに一人の仏さまがおられ、『釈迦牟尼仏』

と申される。この釈迦牟尼仏は、／（『今諸（もろもろ）の菩薩摩訶薩の爲に、大乘經の妙法蓮華・敎

菩薩法・佛所護念と名（なづ）くるを説きたもう』）これまで長い間、諸仏が護（まも）り続けてきた菩

薩のために説かれた教え、つまり、『妙法蓮華経』を諸々（もろもろ）の菩薩たちに説き示すのであ

る。／（『汝等（なんだち）當（まさ）に深心（じんしん）に隨喜すべし』）一切衆生よ。みんな心の底から有

難く思わなければならない。／（『亦當（また まさ）に釋迦牟尼佛を禮拝（らいはい）し供養すべし』）そして、

釈迦牟尼仏を心から礼拝し、供養しなければならない」というものでした。 

━ 【空中唱声・くうちゅう しょうしょう/ 未来教一・みらい きょういつ】 

 

【三二八頁 二行】   この天空から響きわたる諸天善神の声を聞いた一切の衆生は、／（『是（かく）の如き

言（ことば）を作（な）さく、南無釋迦牟尼佛・南無釋迦牟尼佛と』）➑一斉に合掌して『南無釈迦牟尼

仏』、『南無釈迦牟尼仏』と唱えたのでありました。 

━ 【咸皆帰命・かんかい きみょう/ 未来人一・みらい にんいつ】 

 

【三二八頁 三行】   （『種種（しゅじゅ）の華・香・瓔珞（ようらく）・旛葢（ばんがい）及び ～ 皆共（みな とも）に遥かに

娑婆（しゃば）世界に散ず』）すると、様々な美しい花や香（こう）や宝石が、天空から降り注がれて

来ました。これらの花々や宝が十方世界から降って来るありさまは、まるで雲が集まって来て

それが美しい幕となって➒世尊をはじめ諸仏を覆（おお）い尽くしたのでした。 

        ━ 【遥散諸物・ようさん しょもつ/ 未来行一・みらい ぎょういつ】 

 

【三二八頁 六行】   すると十方世界の区別がなくなり、／（『通達無礙（つうだつむげ）にして一佛土（いちぶつど）

の如し』）どこの世界にも自由に行けるようになり、➓宇宙全体がひとつづきの世界・仏土となり

ました。           ━  【通一仏土・つういち ぶつど/ 未来理一・みらい りいつ】 

 

【奇瑞（きずい）を現わした理由】━━ 

すると、世尊は、なぜこれらの不可思議な現象を諸仏とともに現わしたのか。その理由を

説かれたのでありました。 

【（偈）三二九頁 終行】   （『佛の滅度の後（のち）に 能（よ）く此の經を持（たも）たんを以ての故に 諸佛（しょぶつ）皆

（みな）歡喜（かんぎ）して 無量の神力を現じたもう』）「私が入滅した後の末法の世に、この法華経を護

持する者がいることを諸仏は明らかに見通しておられ、諸仏も皆お喜びになっているために、
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諸仏とともに大神力をもってこれらの不可思議な現象を顕（あら）わしたのです」 

 

【三二八頁 七行】   さらに世尊は、上行菩薩をはじめとする地涌の菩薩たちに告げられました。 

（『諸佛の神力は是（かく）の如く無量無邊（むりょう むへん）不可思議なり』）「諸仏の神力というものは、

そなたたちが今、目にしたように考えも及ばない無量無辺不可思議なものです」 

 

【上首
じょうしゅ

唱導
しょうどう

の師である四大菩薩と、地涌
じ ゆ

の菩薩に『広宣流布』を託す】━━ 

【結要付属・けっちょうふぞく】 ━ 

【三二八頁 終四行】 （『屬累（ぞくるい）の爲の故に此（こ）の經の功徳を説かんに、猶（な）お盡（つ）くすこと能

（あた）わじ』』）/【（偈）三三〇頁 一行】（『是（こ）の經を屬累せんが故に～』）「ここでそなたたちに法華経を

説き弘めることを任せたいと思います。 この法華経を受持し、法華経を説き弘める人の功徳と

いうものは、仏の神力を用いて無量無辺百千万億阿僧祇劫（あそうぎこう）という無限の時間を費

やしても、説き尽くすことはできません。（【（偈）三三〇頁 三行】『是（こ）の人の功德は 無邊（むへん）にし

て窮（きわ）まりあることなけん』）そしてその人が得る功徳というものは、無辺にして極まりがな

く甚大（じんだい）であります。それは譬（たと）えていうと、【（偈）三三〇頁 四行】（『十方虚空の 邊際（へんざ

い）を得べからざるが如し』）十方世界の虚空（こくう）の果てを見きわめることができないように、

法華経の功徳というものは、誠に偉大なものなのであります」 

【三二八頁 終三行】   （『要を以て之（これ）を言わば』）「これまでのことを要約して言うならば、／（『如來の

一切の所有（しょう）の法』）『如来が悟った一切の法』と／（『如來の一切の自在の神力』）『如来が具え

る一切の神力』と／（『如來の一切の秘要（ひよう）の蔵（ぞう）』）『如来の心の中に満ち満ちている一切

の教え』と、／（『如來の一切の甚深（じんじん）の事（じ）』）そして『如来が衆生済度をされた一切の体

験』の／（『皆此の經に於て宣示顕説（せんじ けんぜつ）す』）すべてが法華経の中に悉く説き明かされて

いるのです。／（『是（こ）の故に汝等（なんだち）如来の滅後に於て、應當（まさ）に一心に受持・讀誦し、

解説・書寫し、説の如く修行すべし』）私は今こそ、この最も大切な法華経を皆さんに託し、そし

て仏の大神力を悉く本化の菩薩である地涌の菩薩に授与するのです」と釈尊は説かれたのであ

りました。              ━ 【結要付属（嘱）けっちょうふぞく/別付属（嘱）・べつふぞく）】 

 

【三二八頁 終行】 （『應當（まさ）に一心に受持・讀誦し、解説・書寫し、説の如く修行すべし』）「ですから、

私が滅度した後はこの教えを、一心に受持・読・誦・解説・書写する『五種法師の行』を務めてい

くことが、何よりも大切なことになります」 

【三二九頁 一行】「もしどこかで、この『五種法師の行』が行われるのであるならば、たとえその場所

が花園であろうが林のなかであろうが、または僧房や在家信者の家、殿堂であろうが、はたま

た山の谷間や広野であろうが、その場所に塔を建てて供養しなければなりません」 
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【法を実践する所は『即是道場』であり、その場が“聖地”となる】━━ 

【道場観・どうじょうかん／即是道場】 ━ 

【三二九頁 五行】／【経典一頁 一行】  （『當（まさ）に知るべし、是（こ）の處（ところ）は卽（すなわ）ち是（こ）れ道場なり。

諸佛此（ここ）に於て阿耨多羅三藐三菩提を得、諸佛此に於て法輪を轉（てん）じ、諸佛此に於て般涅槃（は

つねはん）したもう』）「なぜならば、皆さん。よくよく知らなければなりません。法華経を実践す

る場所こそ、諸仏が悟りを開かれた場所であり、諸仏が法を説かれた場所であり、諸仏が入滅さ

れた場所であると言えるのであります。その場所がどのような場所であっても、仏が聖行（せい

ぎょう）をなされた尊い『聖地』となるのであります」       ━ 【道場観・どうじょうかん】  

 

【法華経を護持する者は、仏の姿・菩薩を目にすることができる】━━ 

【（偈）三三〇頁 四行】  「この尊い法華経を護持する者は、ほかでもありません。／（『能(よ)く是の經を持

（たも）たん者は 則(すなわ)ち爲（こ）れ已(すで)に我を見（み）～分身者(ふんじんしゃ)を見(み)～諸（もろもろ）の菩薩を

見るなり』）その者は私の姿を見る者であり、私と共にいて『私と心が通い合っている者』でありま

す。また、多宝仏や諸仏を見る者であります。そして多くの菩薩たちを見る者であります」 

【（偈）三三〇頁 八行】  （『得たまえる所の秘要（ひよう）の法 能（よ）く是（こ）の經を持（たも）たん者は 久しから

ずして亦當(また まさ)に得（う）べし』）「この法華経を護持する者は、仏が長い歳月を費やして悟るこ

とのできる秘要の法・法華経を、さほどの年月をかけずして得ることができるでしょう」 

【（偈）三三〇頁 終三行】 「この法華経をしっかりと信受する者は、さまざまな教えの内容を理解したも

のと同然で、教えを人に向かって説く時は、／（『樂説窮盡(ぎょうせつ ぐうじん)なきこと 風の空中に於

て 一切障礙（いっさい しょうげ）なきが如くならん』）あたかも風が何ものにも遮（さえぎ）られることも

なく空中を果てしなく渡りゆくように、教えを自由自在に、無限に説くことができます」 

 

【経典／法華経を説く者は、“太陽”のように世の闇を除く】━━ 

【（偈）三三〇頁 終二行】 ／【経典二六頁 終行】  （『如來の滅後に於て 佛の所説の經の 因縁及び次第を知って 義に隨(し

たが)って實（じつ）の如く説かん』）そのような人たちは、私が滅度したのちの世において、私が説

いた教えが『どのような因縁』で、『どのような順序次第』で説かれたのかということをよくわきま

えています。ですから、法華経をその内容にしたがって、間違いなく、確実に真義を説くこと

ができるのであります」 

【（偈）三三一頁 一行】  ／【経典二七頁 一行】  （『日月（にちがつ）の光明の 能(よ)く諸（もろもろ）の幽冥（ゆうみょう）を除くが

如く』）「太陽や月の光が、すべての暗黒の闇を除くように、この人は広く世間に法華経を説き

弘めることで、衆生を迷いの人生、闇路（やみじ）の人生から救い出し、悉（ことごと）くその苦しみの闇を

取り除くことができます。／（『無量の菩薩をして 畢竟（ひっきょう）して一乘に住せしめん』）そして無

数の菩薩を育てあげ、菩薩たちを必ず『一仏乗』の道に導き入れ、その道にとどまらせるであり

ましょう」 

【（偈）三三一頁 三行】／/【経典二七頁 終三行】 「そのようなわけで智慧ある者は、この法華経を実践すること

の功徳を知ったならば、／（『我が滅度の後（のち）に於て 斯（こ）の經を受持すべし 是（こ）の人佛道

に於て 決定（けつじょう）して疑（うたがい）あることなけん』）たとえ私の滅度においても、この教えを
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受持するのは当然のことになります。したがってその人の心には、仏の悟りを目ざそうという

固い決意が生まれ、もはや教えに対して動揺や疑念を抱（いだ）くようなことはありません」 

 

 こうして釈尊は上行菩薩をはじめとする『本化の菩薩』たちに対して、後（のち）の世において

法華経を実践することの大切さを説き、法華経を説き弘めていく一大事を託されたのでありま

した。 

◇     ◇     ◇ 

迹門
しゃくもん

と本門
ほんもん

の総
そう

まとめ                    (P159・1行／P115・1行) 

『如来神力品』も法華経二十八品のなかで、非常に大切な品です。なぜ大切であるかと言

えば、迹門の教えと、本門の教えの「総まとめ」がしてあるからです。しかも単なる総まとめだけ

ではなく、「迹門の教えも、本門の教えも、別々なものではない。～ その神髄に達すれば、

すべての点において『一つ』である」ということを、極めて強く説かれているからです。 

 

○«迹門（しゃくもん）»とは： 人間釈尊が悟られた教え。～ すなわち「この世界の物事の

成り立ち、法則」「人間としての生き方」が解き明かされている。そしてこの正しい生き方のた

めには、なによりも『智慧』が必要。したがって「迹門」は『智慧』の教えと言われている。 

○«本門»とは： すべての物事を生かしている「久遠実成の本仏」を解き明かす。最終的

に救われるには、「久遠実成の本仏と自分が一体であることを悟る以外にありえない」ことが

説かれている。本仏とは「大慈悲」そのもの。したがって「本門」は『慈悲』の教えと言わ

れている。 

(P164・終3行／P118・終2行) 

※ 迹門の教えと本門の教えが渾然（こんぜん）として一体であることが明らかになり～ ただ非常に神秘

的な、不可思議な如来の神力が説かれているだけのように思われます。～ そういう神秘的な現象に、

如来の大慈悲心を象徴してあり、またその不可思議な現象の一つひとつに、本門と迹門の一体である

意味がふくまれているのです。  

 ●印の数字は、＜如来神力品のあらすじ（ｐ２～）＞で表記されている数字 

➊出広長舌・すい こうちょうぜつ   ━   二門信一・にもん しんいつ 

➋毛孔放光・もうく ほうこう      ━   二門理一・にもん りいつ 

➌一時謦欬・いちじ きょうがい      ━   二門教一・にもん きょういつ 

➍倶共弾指・くぐ たんじ         ━   二門人一・にもん  にんいつ 

➎六種地動・ろくしゅ じどう             ━   二門行一・にもん ぎょういつ 

➏普見大会・ふげん だいえ       ━   未来機一・みらい きいつ 

➐空中唱声・くうちゅう しょうしょう   ━   未来教一・みらい きょういつ 

➑咸皆帰命・かんかい きみょう     ━   未来人一・みらい にんいつ 

➒遥散諸物・ようさん しょもつ      ━   未来行一・みらい ぎょういつ 

➓通一仏土・つういち ぶつど      ━   未来理一・みらい りいつ 



7 

 

すべては一
いっ

                          (P227・4行／P164・終2行) 

理想であると同時に、仏さまによる保証でもあるのですが、これらのひとつひとつが、す

べて「一（いつ）」という文字に貫かれていることを、あなたも心に深く印象されたことと思い

ます。これは、ほかのどの宗教聖典にも見られぬ、素晴らしいことです。 

※ 庭野日鑛会長は、「法華経の教えをひとことで言い表すならば、『無立場』を説いている」と示している。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ①》 

 

『若
も

し我
われ

是
こ

の神力
じんりき

を以
もっ

て、無量
むりょう

無邊
むへん

百 千 萬
ひゃくせんまん

億
のく

阿僧祇劫
あそうぎこう

に於
おい

て、屬
ぞく

累
るい

の爲
ため

の故
ゆえ

に 

此
こ

の 經
きょう

の功德
くどく

を説
と

かんに、猶
な

お盡
つ

くすこと能
あた

わじ』 （三二八頁 終五行 ） 

仏の偉大な神力をもって、無限の時間をかけても、法華経を説き弘めるためにこの法華経

の功徳を説いても、決して説き尽くすことはできません。それほど法華経の功徳、法華経を説

き弘める功徳というのは計り知れなく大きいのです。   

  

『要
よう

を以
もっ

て之
これ

を言
い

わば、➊如來
にょらい

の一切
いっさい

の所有
しょう

の法
ほう

・➋如來
にょらい

の一切
いっさい

の自在
じざい

の神力
じんりき

・➌如來
にょらい

の一切
いっさい

の秘
ひ

要
よう

の蔵
ぞう

・➍如來
にょらい

の一切
いっさい

の甚
じん

深
じん

の事
じ

・皆
みな

此
こ

の 經
きょう

に於
おい

て宣示
せんじ

顕説
けんぜつ

す』（三二八頁 終三行 ） 

 

如来
にょらい

の一切
いっさい

の所有
し ょ う

の法
ほう

➊                   (P231・終4行／P168・7行) 

法華経のなかには、如来の悟った一切の正法が述べ尽くされているのです。 

したがって、法華経はお釈迦さまご一代の説法の全てをまとめた「総決算の教え」です 

 

如来
にょらい

の一切
いっさい

の自在
じ ざ い

の神力
じんりき

➋             (P232・終5行／P169・4行) 

如来の衆生済度の自由自在な力（自在の神力）が、法華経の中にみなぎっているという意味です。

ですから法華経のどこを読んでも、一偈一句を読んでも救われるのです。 

如来神力品での不思議な光景は、「仏さまが示す『理想』であると同時に、そうなるのだと

いう『保証』」という意味で、すべて「一（いつ）」に貫かれていることを示している仏教の素晴ら

しい特徴であると説かれています。 

━━ では、私たちの日常生活で、この「一（いつ）」になることの大切さについて、つま

り「相手と一つになることの大切さ」「相手の立場になって考える」等について、どのように

考えているか？ またそのことを私は意識して生活しているか？  

ふりかえってみましょう。 
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如来
にょらい

の一切
いっさい

の秘
ひ

要
よう

の蔵
ぞう

➌               (P233・終5行／P169・終2行) 

 如来の胸に大事にたくわえられている一切の教えという意味です。 

 如来はあらゆる物事の実相をお見通しであり、あらゆる衆生の機根を知り分けているのです

から、それぞれの場合に応じて適切な教えを説いてくださるのです。 

 

如来
にょらい

の一切
いっさい

の甚
じん

深
じん

の事
じ

➍               (P234・終3行／P170・終5行) 

 如来がこれまで無限の時間をかけて体験されたこと、心をめぐらされたこと。これら一切の全て

が法華経の中に説き示されているという意味です。 

 ※ 『其の習學せざる者は 此れを曉了すること能わじ』 （『方便品』八十二頁 四行） 

 

結
けっ

要
ちょう

付属
ふ ぞ く

（嘱）/別
べつ

付属
ふ ぞ く

（嘱）                  (P237・終6行／P172・終6行) 

 『是
ぜ

の經
きょう

を嘱
ぞく

累
るい

せんが故
ゆえ

に～』 （三三〇頁 一行 ） 

法華経に託して、計り知れない神力を全て本化の菩薩（地涌の菩薩）に授与するのだと、明らか

に〈宣示顕説・せんじけんぜつ〉されているのです。～ 〈要中の要 （ようちゅう  の よう）を結集して授け、委任

する〉という意味です。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ②》 ※ 『無量の珍寶、求めざるに自ら得たり』（『信解品』 百十七頁 四行） 

 

道
どう

 場
じょう

 観
かん

                            (P243・終3行／P177・終6行) 

『當（まさ）に知るべし、是の處（ところ）は卽（すなわ）ち是れ道場なり。諸佛此に於て阿耨多羅三藐三菩提

を得（え）、諸佛此に於て法輪を轉（てん）じ、諸佛此に於て般涅槃（はつねはん）したもう』 （三二九頁 五行 ） 

 よく知るのですよ。法華経を実践する場所は仏が悟りを開かれた場所そのものであり、その場所こそ

法が説き弘められる所であり、そこで仏が入滅される場所、すなわち仏のお徳を長年にわたって偲ぶ場

所にほかなりません。 

尊いのは教えそのものであり、教えの実践であります。「正しい信仰」とは、教えを受持して

修行し、それを日常生活のうえで実践するところにあるのです。 

 このことは我々の『信仰生活の基本』となる大切なことがらですから、よくよく心に刻み込ん

でおきたいものです。 

【結要付属（けっちょう ふぞく）】で、『法華経』は如来の「全ての教え」（如来の一切の所有の法）であり、如

来の「救いの神力がみなぎる教え」（如来の一切の自在の神力）であり、「如来が秘める衆生済度の

全ての教えの要」（如来の一切の秘要の蔵）と「衆生済度の一切の体験」（如来の一切の甚深の事）だと

説かれています。 ━ ではこのように、この上なく尊い『法華経』に私たちは今世、巡

り会うことができた事実を、あなたはどのように思うか？   かみしめてみましょう。 
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※「法華経を実践する場所こそ、諸仏が悟りを開かれた場所であり、諸仏が法を説かれた場所であり、諸仏が

入滅された場所であると言えるのです。その場所がどのような場所であっても、仏が聖行（せいぎょう）をなされ

た尊い『聖地』となるのです」⇨ （娑婆の世界・場所が『聖地』となる。「娑婆即寂光土」）  

《思
し

惟
ゆい

のひととき ③》 

 

『能
よ

く是
こ

の 經
きょう

を持
たも

たん者
もの

は 則
すなわ

ち爲
こ

れ已
すで

に我
われ

を見
み

 亦
また

多寶佛
たほうぶつ

 及
およ

び 諸
もろもろ

の分身者
ふんじんしゃ

を見
み

 又
また

我
わ

が今日
こんにち

敎化
きょうけ

せる 諸
もろもろ

の菩薩
ぼさつ

を見
み

るなり』 （三三〇頁 四行 ） 

この教えを受持する者は、それはほかでもありません、私と心が通い合っている者であり、

また多宝如来や分身仏とも心が通じ合っている者です。そして今、私が教化している多くの菩

薩たちと共にいるのであります。 

 

『能
よ

く是
こ

の 經
きょう

を持
たも

たん者
もの

は 諸法
しょほう

の義
ぎ

 名字
みょうじ

及
およ

び言辞
ごんじ

に於
おい

て 樂 説
ぎょうせつ

窮盡
ぐうじん

なきこと風
かぜ

の

空 中
くうちゅう

に於
おい

て 一切
いっさい

障礙
しょうげ

なきが如
ごと

くならん』 （三三〇頁 終三行 ） 

この教えを受持する者は、すべての教えの主旨も意味も良く理解し、人に向かって説く時

は、あたかも風が空中を流れる時に何もさえぎるものが無いのと同じように、自由自在に法を

説くことができるのです。                  

 

『如來
にょらい

の滅
めつ

後
ご

に於
おい

て 佛
ほとけ

の所説
しょせつ

の 經
きょう

の 因縁
いんねん

及
およ

び次第
しだい

を知
し

って～ 日月
にちがつ

の光 明
こうみょう

の能
よ

く

諸
もろもろ

の幽 冥
ゆうみょう

を除
のぞ

くが如
ごと

く～ 是
こ

の人
ひと

佛
ぶつ

道
どう

に於
おい

て 決 定
けつじょう

して疑
うたが

いあることなけん』 

（三三〇頁 終二行 ） 

私の滅後に於いても（この経を受持する者は）、私が説く教えがどのような因縁で、どういう説か

れ方をするのかという順序次第を知り分け、私の説いた通りに真義を説くでありましょう。そ

れはあたかも日月の光が全ての暗黒を消し去るように、人々の迷いの闇を消滅させ、そして無

数の菩薩を一仏乗の道に入らせるでありましょう。そのような訳で、この教えの功徳が大変す

ぐれていることを聞いたならば、私の滅後にこの教えをしっかりと受持するのは当然のことだ

と言えます。そして人々の心には仏の悟りを求める決意がしっかりと定まり、もはや動揺した

り疑惑を生じたりすることがありません。 

『當に知るべし、是の處は卽ち是れ道場なり。諸佛此に於て阿耨多羅三藐三菩提を得、諸佛

此に於て法輪を轉じ、諸佛此に於て般涅槃したもう』の『道場観』の経文をあらためて読み返

して…   

━ あなたはどのような感想を持たれますか？ この経文を味わってみましょう。 
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五
ご

綱
こう

教判
きょうはん

                            (P259・4行／P189・終5行) 

日蓮聖人は以上の経文からヒントを得て、独自の見解を立てられ、次の五項目を立てられ

ました。この五項目（五鋼目）を「五綱教判・ごこう きょうはん」と言います。 

«教・きょう»━ 教えのこと。お釈迦さまは、どの教えを最勝のものとされているかを 明ら

かに見定めなければならないというのです。法華経こそ真実の妙法なのです。 

«機・き」» 機根のこと。法華経を実践する者の理解力と実行力の程度をいいます。法華経が

広まるためには、それに相応するだけの機根を持つ人が必要であります。 

«時・じ» そのような機根の人々が世に出てくる時期のこと。時期が到来し、気運が熟さな

ければ、どんな立派な教えでも、日の目を見ることはありません。 

«国・こく»━ 正法が広まる地がどこであるか（仏さまがどこを選ぶか）ということ。日蓮聖人は、

我が日本こそ法華経広宣流布の根拠地であると断じておられます。 

«序・じょ»━ 法が説かれる順序のこと。法が広まる順序次第を言います。 

 

本化
ほ ん げ

・迹化
しゃっけ

の内面的
ないめんてき

考察
こうさつ

                 (P269・終3行／P196・9行) 

「本当の救い」というものは、「本仏を見ること」。すなわち「本仏に生かされているという自覚」を

持ち、「久遠実成の本仏と一体であるという真実にめざめる」ことにあるのですから、本化と迹化の

菩薩に大きな格差をつけてお示しになったものと思います。 

～ 悟りさえすれば、だれでも「本化の菩薩」になりうるのです。 

(P250・終行／P183・6行) 

※  「本仏（仏）と一体となる」。⇨「仏を見る」境地。（見る・観る・視る・覧る・察る・監る・督る・診る・看る） 

 この「見る」ということばは、～ 「仏を見る」というのと同じように、肉眼では見えないのに

「見る」というのですから、つまり「共に居るという自覚を持つ」ことであり、いいかえれば「心

が通い合っている」ことを言うのです。 

※  「本化の菩薩（地涌の菩薩）」。⇨『又亦人・天に依止して住せず』 （『従地涌出品』二六六頁 終二行） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ④》 

 

◇     ◇     ◇ 

 

＜嘱累品のあらすじ＞ 

【釈尊が、やおら立ち上がる】━━ 

【三三二頁 一行】「大神力によってこの宇宙が一体となった不可思議な現象（『通一仏土・つういつ ぶつど』）

などを現わした釈迦牟尼仏は、やおら説法の座から立ち上がられました。 

庭野開祖は、「仏を見ること」、「本仏に生かされているという自覚」を持ち、「本仏と自分は一体

であるという『真実』に目覚めること」ができれば、だれでも「本化の菩薩」になりうると説いてい

ます。━ このことについて、かみ締めてみましょう。 
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そして、大神力を用いられて、その場に居並ぶ無数の菩薩の頭をあまねく右手で撫（な）で、

そしてつぎのように仰（おお）せになられました。 

 

【菩薩をはじめ聴聞（ちょうもん）の諸衆に、法華経『広宣流布』を託される】━━ 

【総付属（嘱）・そうふぞく】 ━ 

【三三二頁 二行】  （『我無量百千萬億阿僧祇劫（あそうぎこう）に於て、是（こ）の得難き阿耨多羅三藐三菩提の法

を修習（しゅしゅう）せり。今以（いま もっ）て汝等（なんだち）に付嘱（ふぞく）す。汝等應當（なんだち まさ）に一心

に此の法を流布（るふ）して、廣く增益（ぞうやく）せしむべし』）「私は無量無辺百千万億阿僧祇劫（あそう

ぎこう）という計り知れない永遠の時間をかけ、そして大きな苦労を重ねて、得難き悟りを得ることができ

ました。その尊い悟り・法を後世に伝えるという『一大事』を、今、そなたたちに託します。よいですか。ど

うか一心にこの法を説き弘めて、あまねく衆生の幸せが増すように導くのです」 

 

【三三二頁 四行】 さらに世尊は菩薩たちの頭を三度（みたび）撫（な）でられ、そして同じお言葉を三度

（みたび）重ねて仰（おお）せになられました。 

【三三二頁 五行】／ 『教師資格証』  （『我無量百千萬億阿僧祇劫（あそうぎこう）に於て、是（こ）の得難き阿耨多羅三藐

三菩提の法を修習（しゅしゅう）せり。今以（いま もっ）て汝等（なんだち）に付嘱（ふぞく）す。汝等當（なんだち まさ）

に受持・讀誦し廣く此の法を宣（の）べて、一切衆生をして普（あまね）く聞知（もんち）することを得せし

むべし』）「私は無量百千万億阿僧祇劫（あそうぎこう）という果てしない時をかけて、この得難い仏

の悟りを得ることができましたが、今、その教えの全てをあなた方に任せたいと思います。よい

ですか。あなた方はこの法をしっかりと信じ、受持し、読誦して、この教えを説き弘め、一切衆

生がこの法を理解するように努力をするのです」 

━ 【総付属（嘱）・そうふぞく】 

 

【得難い希有（けう）の法だからこそ、“法惜しみ”をしてはいけない】━━ 

【三三二頁 終三行】「なぜ法を弘めることを託するのかと言うと、無限ともいうべき長い年月をかけ

てようやく得ることのできた悟りではあっても、／（『如來は大慈悲あって諸（もろもろ）の慳恡（けん

りん）なく』）如来は大いなる慈悲を持っているために、法惜（ほうお）しみをするという心などなく、

諸法実相を見通す真実の智慧（『仏の智慧』）、あらゆる衆生を救う慈悲の智慧（『如来の智慧』）、仏性が

仏と感応する／（『能（よ）く衆生に佛の智慧・如來の智慧・自然（じねん）の智慧を輿（あた）う』）素直

な信仰の智慧（『信仰の智慧』）を、常に衆生に授けたいと願っているからであります」 

 

【三三二頁 終行】  （『如來は是（こ）れ一切衆生の大施主（だいせしゅ）なり』）「如来は一切衆生に対する最大

の布施者であります。ですから皆さんは、私が為（な）してきたことをしっかりと受け止めて、

だからこそ法惜（お）しみなどせずに、人々に法を説き弘めていかなければなりません。もし未来

世において、善男子・善女人がいたならば、その人々のためにこの法華経を説き聞かせてあげ

なさい。なぜそうするのかと言いますと、その人が仏の智慧を得て、仏と同じように成っても

らうためであります」 
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【法華経を信じない者には、相手の機根に合わせて徐々に導き入れよ】━━ 

【三三三頁 四行】 「もし法華経を信じようとしない者がいたならば、／（『當（まさ）に如來の餘（よ）の深法（じん

ぼう）の中に於て示敎利喜（じきょうりき）すべし』）たとえば法華経以外の教えの中からその人の機根に

ふさわしい教えを選んで、徐々に法華経に導き入れるようにしなさい。そうした一つひとつの努力の

結果、その人を正法に導き入れることができたならば、それはほかでもありません。そうした

濃（こま）やかな努力をすること自体が、／（『諸佛の恩を報（ほう）ずるなり』）諸仏のご恩に報いる

尊い行いであると申せます」 

 

【世尊からの付嘱に菩薩たちが感動】━━ 

【三三三頁 六行】  世尊はこうお説きになりますと、諸々の菩薩たちは大きな感動に打ち震え、大

歓喜に満ち溢（あふ）れました。そして体を深く曲げ、頭を垂（た）れて、世尊に対して合掌礼拝

し、そして、全員が声を合わせて次のように申し上げたのでした。 

 

【付嘱を受けた菩薩たちが、『広宣流布』を決意】━━ 

【三三三頁 八行】（『世尊の勅（ちょく）の如く當（まさ）に具（つぶ）さに奉行（ぶぎょう）すべし』）「世尊のお言い

つけの通り、全てを実行します。どうぞ世尊。ご心配くださいますな」 

【三三三頁 終四行】   菩薩たちは、この大歓喜の決意を三度（みたび）繰り返したのでした。 

 

【十方分身仏と多宝如来に、それぞれの国へお帰りいただく】━━ 

【三三三頁 終二行】  この力強い決意をお聞き届けになった釈尊は、先に十方世界からそれぞれ来集

された分身（ふんじん）の諸仏（十方分身仏/じっぽう ふんじんぶつ）と多宝如来に対して、次のようにおお

せになりました。 

 

【三三三頁 終行】 （『諸佛各（しょぶつ おのおの）所安（しょあん）に隨（したが）いたまえ、多寶佛（たほうぶつ）の塔（とう ）、

還（かえ）って故（もと）の如くしたもうべし』）「どうぞみなさん、それぞれのお国にお戻りください。

大地から湧き出た多宝仏の塔も、元通りになられてください」 

 

【十方分身仏・多宝如来・四大菩薩・地涌の菩薩・全ての諸衆が歓喜】━━ 

【三三四頁 一行】   世尊のこの言葉が終ると、十方世界から来て霊鷲山の宝樹（ほうじゅ）のもとの師子

座（ししざ）に端座（たんざ）していた無数の十方分身仏、多宝如来や上行菩薩をはじめとする無量

無辺という数限りない地涌の菩薩も、そして舎利弗をはじめとする聴聞の出家・在家の男女の

修行者、一切世間の天人、人間、阿修羅などの鬼神たちは、世尊の有難い説法を拝聴できたこと

に／（『皆（みな）大（おおい）に歡喜（かんぎ）す』）この上ない深い喜びと感動を覚えたのでした。」 

 

◇     ◇     ◇ 
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嘱
ぞく

累
るい

とは                          (P271・1行／P199・1行) 

「面倒を頼む」、「骨が折れる仕事を依頼する」という意味。つまり「法華経の流布（るふ）

を依頼する」ということです。それがこの品の題名になっています。 

 

総
そう

 付
ふ

 属
ぞく

                  

 先の『如来神力品』は、本化の菩薩に対する『結要付属・けっちょうふぞく／別付属・べつふぞく』が説かれ

ています。そしてこの『嘱累品』では、世尊があらゆる菩薩たちに対して法華経の流布（るふ）を

委嘱する『総付属』が説かれています。 

 

『我
われ

無量
むりょう

百 千 萬
ひゃくせんまん

億
のく

阿僧祇劫
あそうぎこう

に於
おい

て是
こ

の得
え

難
がた

き阿
あ

耨
のく

多
た

羅
ら

三 藐
さんみゃく

三
さん

菩提
ぼだい

の法
ほう

を修 習
しゅしゅう

せり。

今以
いまもっ

て汝
なん

等
だち

に付嘱
ふぞく

す。汝等
なんだち

應當
ま さ

に一心
いっしん

に此
こ

の法
ほう

を流布
る ふ

して、廣
ひろ

く增
ぞう

益
やく

せしむべし』 

（三三二頁 二行 ） 

『今以
いまもっ

て汝
なん

等
だち

に付嘱
ふぞく

す。汝等
なんだち

當
まさ

に受持
じゅじ

・讀誦
どくじゅ

し廣
ひろ

く此
こ

の法
ほう

を宣
の

べて、一切
いっさい

衆 生
しゅじょう

をして

普
あまね

く聞知
もんち

することを得
え

せしむべし』」 （三三二頁 七行/『教師資格証』） 

━ 私たちが仰ぎたてまつる『久遠実成大恩教主釈迦牟尼世尊』像のご本尊は、立像であり、

光背（こうはい）に『多宝如来』と上首唱導（じょうしゅしょうどう）の師を配しておられます。この『尊いお姿』

は、まさに『嘱累品』で説かれる『総付属』の場面と同じ尊容（そんよう）だと申せます。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑤》 

 

『如來
にょらい

は大慈悲
だ い じ ひ

あって 諸
もろもろ

の慳恡
けんりん

なく、亦
また

畏
おそ

るる 所
ところ

なくして、能
よ

く衆 生
しゅじょう

に 佛
ほとけ

の

智慧
ち え

・如來
にょらい

の智慧
ち え

・自然
じねん

の智慧
ち え

を輿
あた

う』 （三三二頁 終三行 ） 

※ 仏さまは、この〈得難い〉悟りを、いささかの慳恡（けんりん／惜しむ心）もなく、あらゆる衆生に公開された

のです。 

 

『嘱累品』では、死期を悟られた釈尊が、末法の時代に法華経を説き弘めることを託す 

『総付嘱』が説かれています。このことを現実において噛み締めますと・・・ 

  私たちがご本尊を配する時は、この『総付嘱』の場に列座していることと同じであると言え

ます。また、『教師』の『資格証』には、この『総付嘱』の文言が記されています。 

━ この一大事をあなたは、どのように受け止めていますか？ かみ締めてみましょう。 
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法
ほう

惜
お

しみをしない                           (P276・終3行／P203・終3行) 

「慳恡（けんりん）なく」とは、「惜しむ心がない」という意味です。～ 

仏さまは、この〈得難い〉悟りを、いささかの慳恡（けんりん／惜しむ心）もなく、あらゆる衆

生に公開されたのです。それも、できるだけ回り道をしないで真っ直ぐに（疾く・とく）、阿耨

多羅三藐三菩提へ達するようにと、いろいろとみ心を砕（くだ）かれて、教えの手段をお考えに

なりました。～  

 

自分が悟ったことを、少しも惜しむところがなく、さらけ出すばかりでなく、自分が10年

かかったものなら、8年なり、5年なり、とにかく自分よりも少しでも早くそれを修得できる

ような手段や順序を考えてあげる…… それが「慈悲心」というものです。 

 自分が10年かけて修得したものを、5年間でおぼえられるように苦心して教える先輩は、

珍しい存在であって、「お前も、俺と同じ苦労をしておぼえろ」というような態度が、たいて

いの通り相場です。これは「法惜（お）しみ」といって、社会の進歩向上をさまたげる邪心（じゃしん）

というべきものです。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑥》 

『如來
にょらい

は是
こ

れ一切
いっさい

衆 生
しゅじょう

の大施主
だいせしゅ

なり～慳恡
けんりん

を生ずることなかれ』  （三三二頁 終行 ） 

仏とは一切の衆生に対して、最大の布施者です。～（だから、仏を見習って）惜しむ心を持った

り、特に「法惜しみ」をしてはなりません。 

 

「仏の智慧」： 諸法実相を見通す智慧。真実の智慧。            (P280・終3行／P206・9行) 

「如来の智慧」： 仏の大慈悲心に基づく智慧。慈悲の智慧。            (P281・3行／P206・終3行) 

「自然（じねん）の智慧」： 人間の本質である仏性から湧き出した智慧。この智慧は真実の教

え（仏の智慧）を聞けば直ぐに理解し、また本仏の慈悲の教え（如来の智慧）を聞けばパッとそれ

を悟ることができる智慧です。そういう素直な智慧を意味し、それは「信仰の智慧」とでも

言うことができましょう。                                    (P282・1行／P207・6行) 

 

※ 庭野光祥次代会長が示すところの『仏性』とは（≪一切衆生悉有仏性≫ すべてのみんなが具えている特性 ） 

「正しいことを 『理解できる力』」。 

「正しいことに 『気付ける力』」。 

「正しいことを 『実践できる力』」。 

仏さまは「法惜しみ」をされず、私たちに余すところなく、この得難い尊い教えをお分け

下さっています。と庭野開祖は説きます。 

━ このことをあなたは、どのように受け止めますか？ また、「法惜しみ」をしない仏さ

まの姿勢を自分の姿勢に振り返ってみた時、果たして自分はどうであるか？  

 ふりかえってみましょう。 
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示教
じきょう

利喜
り き

                            289・終2行／P213・4行)  

『若
も

し衆 生
しゅじょう

あって信受
しんじゅ

せざらん者
もの

には、當
まさ

に如來
にょらい

の餘
よ

の深
じん

法
ぼう

の中
なか

に於
おい

て示教利喜
じきょうりき

すべし』              

もし、法華経を信受しない者がいたならば、法華経以外の私の説いた法の中から相手の機

根にふさわしい教えを選んで説いて、徐々に法華経へと導き入れて下さい。  （三三三頁 四行 ） 

これは、初心の人を正法へ導くための、合理的な順序・方法を教えられたものです。 

①教えのあらましを示し。 《示》 

②相手が心を動かしたならばもっと深く教えの意味を説き。《教》 

③教えを実践したら功徳と利益（りやく）が得られるように導き。《利》。 

④実践の結果、功徳を得て、喜びと感動、生きがいを感じられるように導く。《喜》 

『倶
とも

に聲
こえ

を發
ほっ

して言
もう

さく、世
せ

尊
そん

の 勅
ちょく

の如
ごと

く當
まさ

に具
つぶ

さに奉行
ぶぎょう

すべし』 （三三三頁 終五行 ） 

値遇
ち ぐ う

にたいする感激
かんげき

                         (P298・4行／P219・1行)  

《値遇》とは「出会うこと」、「相手の能力や考え、才能を認め、篤く評価すること。知遇」

という意味があります。これは人を導き、育てる教化法としては大切なもので、指導者は、

①まず、「相手の潜在能力を見出し」、②それを「正しく評価」し、③それを「明らかに告げ」て、④

そして「激励」すれば…… 相手は自分を高く認めてくれたその値遇に対して、なんともいえぬ

喜びを覚えるのです。《値遇にたいする感激》は、人間を向上させ、人間社会を進歩させる。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑦》 

 

法華経の説法の大きな一段落がつきます。久遠実成の本仏とその大慈悲の重要部分がここ

で完結し、法華経の理想・（虚空）の場が幕を閉じ、説法の場が再び現実・（霊鷲山）に戻ります。 

※ 【ニ処三会・にしょさんえ（ね）】  

 《前霊山会 （ぜん  りょうぜんえ・さきのりょうぜんえ）》 ━ 序品 ～ 法師品 

 《虚空会 （こくうえ）》 ━ 見宝塔品 ～ 嘱累品 

 《後霊山会 （ご  りょうぜんえ・のちのりょうぜんえ）》 ━ 薬王菩薩本事品 ～ 普賢菩薩勧発品 

《思
し

惟
ゆい

の分かち合い まとめ》 

          合 掌    

人を導き育てる「値遇（ちぐう）」の順序として、①「相手の潜在能力を見出し」⇒ 

 ②「正しく評価」⇒ ③「明らかに告げ」⇒ ④「激励する」の手順を、庭野開祖は説きます。 

━ では、私たちが人に接し、人を育てて行こうとする手順と比べて、違いがありま

すか？ ふりかえってみましょう。 

今日の『如来神力品第二十一』 『嘱累品第二十二』の学びを通して、何を学び取ったか？ 

（または、何を一番強く感じ、受け止めることができたか？） ふり返ってみましょう。 


